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に高かった。NFκ B 活性化受容体リガンド (Receptor activator of nuclear  factor kappa-B  ligand, 
RANKL) はメカニカルストレス負荷群で発現が亢進する傾向が示されたがオステオプロテジェリン
(Osteoprotegerin, OPG) においてはメカニカルストレスとの関係性が明らかではなかった。
メカニカルストレスの存在により破骨細胞活性が促進され，新生骨形成を抑制することが示唆さ
れた。メカニカルストレスの存在は骨再生を実現する上で重要な因子であり，良好な骨再生を得る
ためにはメカニカルストレスのコントロールが必須となることが示された。本研究は骨再生医歯学
－ 13 －
および臨医学歯学の分野に大きく貢献することが期待され , 博士（歯学）の学位論文として相応しい
と判断する。
